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１．はじめに  

 高専制度ができてから半世紀以上が経過し，実験と実習を重視した高専の実践的技術者教育は広く認められ

るところとなった．岐阜高専は昭和 38年に設置され，創立以来，即戦力となる技術者を育成し続けているが，

平成 7年度には専攻科設置，平成 16 年 5月に JABEE 技術者教育プログラムが認定されるなど大きな変革を経

て現在に至っている． 

本校環境都市工学科は平成 5年に土木工学科から改組されると同時に大きなカリキュラム変更を行い，再び

平成 19年度入学生からカリキュラムの大幅改訂を行った．平成 19年度の改訂の大きな特徴は，環境都市工学

科で何を学び，卒業後はどのような仕事をするのか，社会基盤が持つ社会での使命，循環型都市づくりの必要

性などについて学ぶことを目的に専門科目への導入教育として１年生にキャリア支援を兼ねた「シビルエンジ

ニアリング入門」を配したことである．また，４年生・５年生に「総合演習」を設けて，就職・進学支援を行

うなど，キャリア教育を重視したカリキュラムとなっている．最終改訂から 10年を経過した平成 29年度入学

生から再びカリキュラムを改訂し，4年生後期に「社会基盤工学」新設し，キャリア支援教育を充実した．  

本報では，１年生の「シビルエンジニアリング入門」および４年生の「総合演習」で実施している卒業生と

連携したキャリア支援教育について紹介し，学生のキャリア支援に対する満足度について報告するものである． 

２．卒業生組織「岐阜高専建設技術士有志会」  

 岐阜高専には全卒業生で構成される同窓会組織「若鮎会」があり，社会基盤系（土木工学科・環境都市工学

科）の全卒業生で組織する OB 会に，会員相互の連絡を密にし，親睦の向上を図ることを目的とした「岐阜高

専土木会」がある. 

これに対して，岐阜高専建設技術士有志会（以後，有志会）は，技術士の資格をもつ本校の社会基盤系卒業

生の有志が，相互の資質向上に向けた情報交換，卒業生と在校生との交流及び本校環境都市工学科を支援する

ことを目的として平成 19年 8月 31 日に設立されたもので，昭和 43年に本校を卒業して企業や官公庁等で働

く第１期生の多くは，この年に丁度定年退職を迎えるため，豊富な経験・知識・技術をもつこのシニア世代が

中心となって，次世代の若い技術者に継承する場を本学科としても支援する体制を整えたものである． 

３．卒業生と連携したキャリア支援教育 1) 

3.1 1 年生でのキャリア支援を兼ねた専門科目への導入教育 

 1 年生の「シビルエンジニアリング入門」は，前期 1単位で社会基盤全般についての基礎知識を講義し，後

期には有志会会員自身および会員の企画による講演，会員の企画による現場見学という形で平成 19 年度から

支援を受けており，平成 30 年度現在も継続中のキャリア支援を兼ねた導入教育である．有志会会長の下に，

国（国家公務員）等関係代表，岐阜県（地方公務員）等関係代表，民間関係代表が決められており，毎年，8

月頃の総会時に，学校側から後期の日程を提示することにより，３つの各関係代表が現場見学会や講演の日程

を調整し，授業内容を決定する．現場見学は，岐阜高専から半日程度で往復できるという時間的な制約はある

が，いずれの現場でも，岐阜高専 OB から説明を受け，将来自分たちがたずさわる社会基盤の重要性を目で見

て，肌で感じることが目的である． 

3.2 ４年生を対象としたキャリア教育  

 1 年生でのキャリア支援を兼ねた導入教育に加え，卒業後の進路決定を控えた 4 年生を対象としたキャリア

教育を平成 24 年度から開始した．その内容は，有志会会員自身および会員の仲介による本学科卒業生を講師

とした学生全員を対象とした講演及び希望進路別の分科会に分かれての講師と学生との意見交換であり,「建

設技術士有志会（学科 OB）による就職活動意見交換会」と呼んでいる。 

本学科の進路の特徴は，図-1（過去 5 年間 2013～2017 年度）に示すようにとして，概ね民間への就職，公

務員系への就職，専攻科・大学編入学の割合が 3 分していることである．進学（本校専攻科，大学編入学） 
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した学生も卒業後いずれかへ就職（稀に教員になる者もある)）る． 

このような進路状況を鑑み，全学生に対して事前準備として，就職活動・進路選択に関する質問を提出させ，

担任がこれを集約し，講師に話していただきたいことを事前に依頼する．就職活動意見交換会は，講師一人あ

たり 10 分程度の全体講演と１時間程度の分科会（進路状況を鑑み，官公庁志望と民間企業志望の 2 分科会），

その後学生にはふりかえりシートを作成させ，希望者に対して個別懇談会を実施する．なお，進学志望者には

進学後の希望進路で分科会を選択させる．分科会では講師に学生からの質問に答えていただく形式をきっかけ

に学生と講師の間で意見交換を行う．分科会の司会は学科長と学級担任がそれぞれ担当する． 

また，卒業生の来校時には専門学科教員の授業等を利用して，在校生が卒業生から話を聞く機会を積極的に

提供している，特に 4 年生の後期には業界の説明会を兼ねて多くの卒業生に，社会人として自社を含む業界説

明の機会を提供しており，たとえば平成 29 年度は，12/1～2/2 の間に 9 回の業界説明会を開催し，18 名の

OB・OG が来校して話題提供をしている． 

４．卒業生と連携したキャリア支援教育のフォローアップ結果 

 平成 29年度の卒業生 40名（就職 28名，進学 12名）に対して卒業間際の 2月に，就職，進学別に本学科が

行ってきたキャリア支援の満足度に関するアンケート調査を実施した．図-2はその結果を示したものであり，

1年生授業での現場見学，講演，4年生授業での就職活動意見交換会（全体講演，分科会），業界説明会のいず

れもが満足度で 80％を越えており，就職する学生ばかりではなく，専攻科や大学へ編入学する進学の学生に

とっても本学科が行っているキャリア支援教育に概ね満足していることがわかった． 

５．おわりに  

豊田，函館などの高専ではキャリア教育支援室を設けている学校もある中で，本学科は卒業生との連携によ

り 10 年以上にわたりキャリア支援をおこなってきた．今回の満足度アンケート結果は本科がおこなってきた

キャリア支援教育の妥当性を裏付けるものであった．今後も有志会との連携を一層密にし，現場見学や講演，

就職活動意見交換会等を充実させるとともに本科のキャリア教育がより充実するよう努める所存である． 
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図-1 本学科の過去5年間(2013～2017年度)の進路 

図-2 本学科のキャリア支援の満足度（H29年度卒業生)

の進路 
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